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Synopsis; The composite void slab, which consists of the pre-manufactured lower base and in-situe con-
crete, is widely used for rationalizing the design and construction works. Extensive eŠorts have been done by
many researchers for identifying the structural characteristics of the composite slab. For the composite slab,
the truss imbedded in the pre-manufactured lower base plays key roll to perform as a single slab. This study






















. 試 験 体
試験体は図 1，表 1 に示すようにトラス鉄筋の標準間
隔の580 mm 幅の実大スケールとし，スパン2250 mm，
厚さ250 mm (PCa 板65 mm，中空部110 mm，後打ち
コンクリート部75 mm）である。トラスのラチス筋は
6q (FSS4) , 7q (FSS5）で水平面との角度は u1＝
62.8°，u2＝79.6°である。FSS6 はトラス鉄筋は挿入さ
れていない。試験体は各 2 体，計 6 体を製作した。材
料の物理的性質を表 2，表 3 に示す。トップ筋と下端筋
は SR295でラチス筋は SWMP を用いた。PCa 板の現
場打ちコンクリートとの接面は刷毛引き仕上げとした。





図 FSS4 FSS5 試験体形状
表 コンクリート材料の試験結果
単位 N/mm2
試験体 部 位 圧縮強度 弾性係数
FSS 4, 5, 6








D13 353 479 2.05×105
トラス
鉄 筋
トップ筋 13q 339 483 2.05×105




ラチス筋 7q ― 596 2.05×105
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目視で行った。図 3 に鉄筋のひずみ計測位置を示す。






































































1.31, FSS5 で1.69～1.99, FSS6 で0.9となった。せん
断ひび割れ発生時のせん断力の実験値/計算値は FSS4
で1.46～1.51, FSS5 で1.59～2.15, FSS6 で1.36とな
った。最大せん断力は FSS4 で117～138KN, FSS5










図 5 はトラス上端筋 No13のひずみ度を，図 6 はト









. ま と め
1) 最大せん断耐力はトラス筋が無い場合に対してラ
チス筋 6q で1.23～1.45, 7q で1.34～1.52倍になり，計
算値とほぼ一致する。
2) ラチス筋の径の違いによる計算値の最大せん断力
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